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TOP コレクション 光のメディア 
Light as Medium: The TOP Collection 

2022 年 3 月 2 日（水）―６月５日（日）｜2F 展示室 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会概要 

東京都写真美術館では、約 3 万 6 千点の収蔵作品*のなかから、選び抜かれた名品を定期的に紹介する

TOP コレクション展を開催しています。 

本展「TOP コレクション 光のメディア」では、英語のフォトグラフ（Photograph）の語源が、「光で

描く」という意味を持つことに注目し、記録性を超えて生み出される「創造性」に焦点を当てた約 100 点

を展示します。近代写真の父として知られるアルフレッド・スティーグリッツをはじめとした、創造性あ

ふれる 29 人のアーティストたちによる作品からは、言葉では容易に置き換えることのできない、強力な

インスピレーションを感じ取ることができます。 

本展は、当館収蔵作品に加え、アーティストやギャラリー、コレクターが所蔵する貴重な作品を集め

「光のメディア」から生まれるイメージの奥深い魅力を紹介します。＊令和 3 年 3 月時点 

バーバラ・モーガン《ピュアなエネルギーと神経過敏な人》 

1941 年 ゼラチン・シルバー・プリント 東京都写真美術館蔵 



出品作家 計 29 名 

アルフレッド・スティーグリッツ｜Alfred Stieglitz (1864-1946) 

マイナー・ホワイト｜Minor White (1908-1976) 

アンセル・アダムス｜Ansel Adams (1902-1984） 

バーバラ・モーガン｜Barbara Morgan (1900-1992) 

ウォルター・チャペル｜Walter Chappell (1925-2000) 

ジャロミール・ステファニー｜Jaromir Stephany (1930-2010)  

ポール・カポニグロ｜Paul Caponigro (1932- ) 

エドムンド・テスケ｜Edmund Teske (1911-1996) 

田口和奈｜Kazuna Taguchi (1979- ) 

W.ユージン・スミス｜W. Eugene Smith (1918-1978) 

ジェームス・ウェリング｜James Welling (1951- ) 

佐藤時啓｜Tokihiro Sato (1957- ) 

糸井 潤｜Jun Itoi (1971- ) 

ウィリアム・ヘンリー・フォックス・タルボット｜William Henry Fox Talbot（1800-1877）  

ラースロー・モホイ⁼ナジ｜László Moholy-Nagy (1895-1946) 

マン・レイ｜Man Ray（1890-1976） 

ロール・アルバン⁼ギョー｜Laure Albin Guillot (1879-1962) 

瑛九｜Ei-Q（1911- 1960） 

杉村 恒｜Tsune Sugimura (1926-1991) 

杉浦邦恵｜Kunie Sugiura(1942- ) 

スーザン・ダージェス｜Susan Derges (1955- ) 

クリスチャン・シャド｜Christian Schad（1894-1982） 

アルヴィン・ラングドン・コバーン｜Alvin Langdon Coburn（1882-1966） 

ハリー・キャラハン｜Harry Callahan (1912-1999) 

ヨゼフ・スデック｜Josef Sudek（1896-1976） 

エメット・ゴーウィン｜Emmet Gowin（1941- ） 

アンナ・アトキンス｜Anna Atkins（1799-1871） 

アンドレ・ケルテス｜André Kertész（1894-1985） 

ポール・ストランド｜Paul Strand（1890-1976） 

 

出品作品  

写真作品 97 点／資料 7 点 

 

 



本展のみどころ 

1｜「写真は光のメディア」—— 写真の本質に迫る実験的な展覧会 

「光で描く」という意味を語源にもつ「写真」の本質は、光を支持体（紙など）に取り込むことにありま

す。写真発明以来、アーティストたちは光の作用を用いてさまざまな表現形式を生み出し、時には不可視

のエネルギーさえも画像につなぎとめようと試みました。本展は、写真が「光」を表現手段とする写真の

本質に立ち返り、写真の真価を再検証する実験的な展覧会です。 

 

2｜写真界の巨匠たちによる「名品」が集結する、珠玉の TOP コレクション 

本展は、近代写真の父、スティーグリッツの《イクィヴァレント》をはじめ、写真術発明者のひとり、 

ウィリアム・ヘンリー・フォックス・タルボット（1800‐1877）、20 世紀初頭の芸術写真発展を牽引した、

ラースロー・モホイ＝ナジ（1895‐1946）、マン・レイ（1890‐1976）、フォトジャーナリズムを代表する、

W．ユージン・スミス（1918‐1978）を筆頭に、彼らから写真の精神を引き継ぐ現代作家まで、当館が誇る

写真部門のコレクションを中心に厳選された、珠玉の逸品を展示します。 

本展は「モノ」として実在する、オリジナルプリントならではの質感、モノクロームの豊かな階調など、

「本物」のみがもつエネルギーを体感できる貴重な機会です。東京都写真美術館だからこそ出会うこと

ができる、豪華なラインアップにご注目ください。 

 

３｜鑑賞者の知覚をひらく、イメージと向き合うための展示空間 

誰もがよく知る作品であっても、展覧会のコンセプトや隣り合う作品によって見方が変わるのが展覧会

鑑賞の醍醐味です。本展は、「作品一点一点をみて、自分自身の感覚でイメージを感じ取ってもらいたい」

という学芸員の想いから、厳密な章立てや展示順路を設けず、言語による情報を最小限に留めることで、

作品そのものと純粋に向き合える鑑賞空間を目指し、構成されます。 

光で描かれた重層的な精神性・創造性が凝縮されたイメージどうしが互いに響きあうよう設計された

展示空間が、鑑賞者を奥深いイマジネーションの世界へと誘います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都写真美術館の写真コレクションについて 

東京都写真美術館では、「写真作品（オリジナル・プリント）を中心に、写真文化を理解する上で必要なものを、

幅広く収集する」ことを基本方針に、1989(平成元)年より作品の収集をおこなっています。写真史において重要な

国内外の作家・作品を幅広く、体系的に収集するとともに、日本の代表的作家も重点的に収集しています。写真通

史を網羅する膨大な当館コレクションは、世界の有名美術館でも数多く展示されています。毎年開催している TOP

コレクション展は約 3 万 6 千点（令和 3 年３月 31 日時点）の収蔵作品のなかから、選び抜かれた名品を定期的に

紹介しています。 

 



主な出品作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルフレッド・スティーグリッツ（1864–1946) 

アメリカ、ニュージャージー州ホーボーケン生まれ。ドイツ系ユダヤ人。衣料品ビジネスを営む裕福な家庭で育つ。工学

を学ぶためにベルリンに留学。その間に光化学の大家ヘルマン・フォーゲルに師事し、写真を撮ることに専念する。1887

年には、イギリスの代表的な写真雑誌『Amateur Photographer』の「Holiday Work」コンテストで 1 位と 2 位を獲得する。

1890 年、アメリカに帰国。 

写真はファインアートであり、絵画や伝統的なグラフィックアートに匹敵すると確信していた。1902 年に芸術としての写

真を普及させることを目的として、エドワード・スタイケンやクラレンス・ホワイト、アルヴィン・ラングドン・コバー

ンら若き同志らと写真家のグループ「フォト・セセッション」を起ち上げ、機関誌として『カメラ・ワーク』を発行した。

また、展示スペースとしてニューヨークの 5 番街 291 番地にリトル・ギャラリーズ・オブ・フォト・セセッション（のち

に改称して「291」ギャラリーとなる）を開き、写真作品と、ヨーロッパの先端的な芸術（ピカソ、マティス、セザンヌな

どによる作品）を初めてアメリカで展示する。ギャラリーでの展示などを通して、写真のモダニズムを推進した。50 代前

半から、さらに独創的で生産的な時期を迎える。1924 年には妻となった画家のジョージア・オキーフを 20 年間にわたっ

て撮影するほか、変化するニューヨークの街並みや、雲（《イクィヴァレント》［等価物］シリーズ）、別荘のあるニューヨ

ーク州、ジョージ湖での風景などを撮影した。モダニズム芸術の支援と展示にも力を注ぎ、1925 年から 1929 年までは

「Intimate Gallery」、1929 年から 1946 年に亡くなるまでは「An American Place」というふたつのギャラリーを開設。こ

れらの小さなギャラリーでは、スティーグリッツが最も信頼を寄せるアメリカのモダニズム作家の展示を行った。1936 年

には、アンセル・アダムスの作品を展示。その多岐にわたる活動は、あらゆる面で先駆的で、次世代のアーティストに大

きな影響を与えた。  

《イクィヴァレント》ʬ20 No.9ʭより 1929 年 ゼラチン・シルバー・プリント 東京都写真美術館蔵 



 
 

 

マイナー・ホワイト（1908–1976） 

アメリカ、ミネソタ州ミネアポリス生まれ。ミネソタ大学では植物学、ニューヨークのコロンビア大学ではマイヤー・シ

ャピロから美術史と美学を学ぶ。敬虔なカトリック教徒であったが、禅宗や易経、グルジェフの思想に傾倒した。人間の

内面や精神世界に意識的だったホワイトにとって、スティーグリッツの「イクィヴァレント（等価物）」の概念は心から受

け入れられるものだった。スティーグリッツと親交を深め、ストレート写真の表現の可能性に目覚め、さらにアンセル・

アダムスが開発したゾーン・システムを極めていく。1952 年にアダムス、ドロシア・ラング、バーバラ・モーガン、ボー

モント＆ナンシー・ニューホールなどが集まって写真雑誌『アパチャー』を創刊。そこで、23 年間編集を務め、中心人物

だったホワイトは、シリアスな写真を志向する者たちの間で決定的な影響力を持ち、同誌をバイブルのような存在に押し

上げた。1950 年代後半から 60 年代前半にかけてアメリカ国内を旅行し、カラー写真の実験を始め、65 年には、マサチュ

ーセッツ工科大学のクリエイティブフォトグラフィーの教授に就任した。 

 

《窓枠の白昼夢、ロチェスター、ニューヨーク州》1958 年 ゼラチン・シルバー・プリント 東京都写真美術館蔵 



 

 

 

 

 

バーバラ・モーガン（1900–1992） 

アメリカ、カンザス州バッファロー生まれ。カリフォルニア大学ロサンゼルス校で画家としての訓練を受ける。エドワー

ド・ウェストンのʬPepperʭに感銘を受け表現としての写真の可能性を確信する。写真家としての最初のキャリアは、ダ

ンサーのマーサ・グラハムとそのカンパニーをスタジオ撮影することだった。「世界への手紙」（P.**）はエミリー・ディ

キンソンの恋愛をテーマにしたバレエの題目で、グラハムを捉えた最も有名な作品のひとつである。考え抜かれたライテ

ィングによってダンサーのクライマックスの瞬間を背景から浮遊させるように捉えている。さらに、実験的な試みはライ

ト・ドローイングやフォトモンタージュにより実践された。「写真の制作工程を導くものとして、光のエネルギーの広が

りと振動する特性を感じ始めたのです。…（中略）…1940 年には、暗いスタジオでシャッターを切ったカメラの前で懐中

電灯を振り回し、1 枚のネガに時間をかけてイメージを作り上げました。」「私は、抽象的な写真と現実的な写真を一緒に

して、その間に生まれる第 3 の思考と感情の領域を発見するのが好きなのです。」と語る。 

 

《マーサ・グラハム、世界への手紙、キック》1940 年 ゼラチン・シルバー・プリント 東京都写真美術館蔵 



学芸員インタビュー「eyes vol. 108」より一部抜粋 

 「TOP コレクション 光のメディア」の担当は鈴木佳子学芸員。これまで「明日を夢見て：アメリカ社会を動かした 

ソーシャル・ドキュメンタリー」（2004 年）「佐藤時啓 光一呼吸 そこにいる」（2014 年）「杉浦邦恵 うつくしい実験」

（2018 年）など多数の展覧会を手がけてきたベテランだ。今回のコレクション展のキーワードは「光」である。 

 

「写真は光があってこそのメディア。写真の特性を生かした作品制作に取り組み、新しい表現を生み出そうと戦うアーティ

ストたちの作品をぜひご覧いただきたいです」 

 東京都写真美術館のコレクションを中心に選ばれた作品は、19 世紀から 21 世紀までと幅広い。中でも重要な作家とし

て鈴木が挙げたのが 20 世紀前半のアメリカで活躍した巨匠、アルフレッド・スティーグリッツだ。 

「この 10 年くらい、写真作品によって〝見えないものをイメージにする〟ことを試みる作家や作品が注目を浴びています。

その元祖的な存在がスティーグリッツであり、彼の《イクィヴァレント》です」 

 写真は見えるものを写す。しかし、作家たちは写真を使い肉眼では見えない世界を描く。あるいは写真にすることで 

肉眼で見えているものの意味を変えようとしてきた。スティーグリッツはそうした写真の力を世に知らしめたパイオニア

のひとりだ。《イクィヴァレント》はスティーグリッツ晩年の作品。写っているのは空と雲である。しかし彼が描きたかっ

たのは空や雲ではなく、それらに託した自身の心のうちだった。目に見えるものを通して、目に見えないものを想像させ

る。たしかにスティーグリッツは写真の特性を生かし、見えないものを表現しようとしたという点で、この展覧会にふさ

わしい。しかも折良く《イクィヴァレント》を収蔵することができ、この展覧会でお披露目となる。 

 

コレクション展の魅力 

 スティーグリッツのように約 100 年前に活躍した巨匠の作品から、いままさに活躍中の田口和奈、糸井潤のような現代

作家まで「TOP コレクション 光のメディア」に出品される作品は幅広い。コンセプトはすでに紹介したように「光」であ

り、「見えないものをイメージにする」だが、もうひとつ「芸術としての写真」という枠組みがある。 

「この展覧会のもうひとつの核となるのが、写真家のマイナー・ホワイトと彼が中心になって創刊したアメリカの写真雑誌

『アパチャー（Aperture）』です。マイナー・ホワイトはアンセル・アダムスやドロシア・ラングらと芸術写真のための写真

雑誌として『アパチャー』を創刊し、現在まで刊行が続いています。アパチャーの写真家たちがメンターとしていたのがス

ティーグリッツなんです」 

 芸術としての写真という枠組みで異彩を放つ出品作家がユージン・スミスだ。ご存じの通り、昨年伝記映画が日本で公

開されたフォト・ジャーナリストである。 

「スミスは芸術表現をしたいという衝動が強く、プリントの完成度にこだわっていました。ジャーナリズムと芸術表現の

間で揺れ動いていた写真家なのです。しかもユージン・スミスは光っているものをたくさん撮っていて、本人も光っている

ものが好きでなぜか撮ってしまうと言っていたそうです。光へ向かって歩く子供たちの後ろ姿を描いた『楽園への歩み』も

そのひとつですが、当館には充実したスミスのコレクションがあるので、今回はあまり知られていない作品も見ていただけ

ます」 

 東京都写真美術館にはコレクションが約 3 万 6 千点（令和 3 年 3 月時点）あり、コレクション展はその貴重な作品を公

開する機会でもある。しかし企画展に比べて、また見る機会があると思われるのか、一般の関心を惹きづらいという難し

さもある。コレクション展の意義について学芸員としてどう考えているのだろうか。 

 



「当館の専門調査員を⾧年され、展覧会も多数企画されていた故金子隆一さんが『収蔵庫にあるもので良い展覧会をつくる

のが学芸員の腕の見せ所だ』とおっしゃっていました。有名な写真家、よく知られている作品であっても、展覧会のコンセ

プトや、その写真の隣にどんな作品があるかで見方が変わります。よく知っているイメージであっても、新たな発見をして

いただけるような構成の展覧会にしたいですね」 

コレクション展は作品に新たな命を与える機会なのである。 

（インタビュー・構成 タカザワケンジ） 

公式図録 

『TOP コレクション 光のメディア』 価格 2,860 円(税込)  

主な作品図版、作品リストを収録。A４変形判、函入り 2 冊組。東京都写真美術館発行。 
 

関連イベント 

会期中関連イベントを開催予定です。決定次第ホームページ等で発表いたします。 

 

開催概要 
展覧会名[和] TOP コレクション 光のメディア 

展覧会名[英] Light as Medium: The TOP Collection 

主 催  東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都写真美術館 

後 援  J-WAVE 81.3FM 

会 期  2022 年 3 月 2 日（水）— 6 月 5 日（日） 

会 場  東京都写真美術館２階展示室 

〒153-0062 東京都目黒区三田 1-13-3 恵比寿ガーデンプレイス内 

電 話  03-3280-0099 www.topmuseum.jp 

開館時間 10:00ʷ18:00 (木・金曜日は 20:00 まで、入館は閉館の 30 分前まで) 

入館料  一般 600 円／学生 480 円／中高生・65 歳以上 300 円 ※オンラインによる事前予約を推奨 
小学生以下、都内在住・在学の中学生および障害者手帳をお持ちの方とその介護者（2名まで）、年間パスポートご提示者は無料。 

休館日  毎週月曜日（ただし 3/21，5/2 は開館）、3/22 

このリリースのお問い合わせ先 

このリリースに掲載されている図版をデータにてご用意しております。 

掲載をご希望の際は、広報担当までご連絡ください。 

＊図版をご掲載の際は、必ず作品キャプションおよびクレジットの表記をお願いします。 

＊図版の無断掲載はご遠慮ください。また、トリミング、文字掛け等の加工はできません。 

〒153-0062 東京都目黒区三田 1-13-3 恵比寿ガーデンプレイス内 

電話 03-3280-0034 / FAX 03-3280-0033 /www.topmuseum.jp 

展覧会担当 鈴木佳子 y.suzuki@topmuseum.jp 

広報担当 平澤 綾乃 / 池田 良子 / 鈴木彩子 press-info@topmuseum.jp 

本展は諸般の事情により内容を変更する場合があります。最新情報は当館ホームページをご確認ください。 


